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「心」の休けい所
茨城県・土浦市立真鍋小学校・六学年
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　「社会を明るくする運動」私は、そう言われても身近なこととして考えられず、悩みました。悩んでいく中で、「非行」という言葉を辞書で調べると「よくない行い」とありました。どうしてよくない行いをするのか、どうして非行に走るのか。私には分からず「非行」の二文字とにらめっこの毎日でした。
　その中で、疑問に思ったことがあります。なぜ「非行に走る」というのでしょうか。なぜ「走る」という表現をするのか、とても不思議に思いました。まるで何かから逃げるような表現です。何か不満や不安、恐怖、寂しさなどから逃れるために走り出すのでしょうか。母にそのことを話すと、しばらく考えたあと、

　「確かに走るというよね。どうしてだろう。」
と言うと、続けてこんなことを聞かれました。
　「走ろうとしている人がいたら、どうしたら良いと思う？」
私は、だめだと止めてあげると良いと思いそう話すと、
　「そうだね。でも、それ以外にもあるはず。」
と言い、チラシの裏に今にも走り出しそうな人間の絵を描きました。それを見てまたしばらく考えました。だめだと伝えても、聞こえないかもしれません。声かけだけではなく、手をそえたり、手をつなぐことが必要かもしれません。また、一緒に座って話すことで走ろうとするのをやめる人もいるかもしれません。母は、私の話を聞きながら、走り出しそうな人間の周りに、たくさんの人を描きました。
　「ひとりひとり違うから、寄りそい方も一つではないね。」
そう言いながらまた絵を描きました。こんどは走っている人でした。それを見て、私は走り出した場合どうするか考えました。「止まって」の一言で立ち止まる人もいると思います。でも、それでは反発してスピードを上げて走る人もいるでしょう。時には「止まれ」と両手を広げて体ごと受け止めてあげることも必要かと思います。それでも、走り続ける場合どうするのでしょうか。
　「ずっと走っていたら、どう？」
母にそう聞かれたので、
　「疲れるな。休みたくなるよ。」
と答えました。
　「そうね。休けいできるところが必要よね。」
そう母に言われ考えました。止まりたくても止まれない人もいるかもしれません。「走ってきて疲れたよね。」と受け止めてくれる人を探しているかもしれません。安心して休める場所、休める時間が必要です。それでも、またそこから逃げよう、走り出そうとする人がいるかと思います。そんな時は、あなたはここで休んでいて大丈夫、走る必要なんかないと伝える人がいると良いと思います。
　母は今度は紙に休けい所と書き、そこに笑顔の人をたくさん描き、周りに花をたくさん描きました。こんな休けい所にみんなが出会えれば良いなと思いました。それは、家庭だったり学校だったり地域の居場所かもしれません。周りの笑顔も親、友だち、先生、祖父母、近所の方と様々だと思います。安心して過ごせる場所、それが本当に必要だと改めて感じました。
　「走る」その止め方は様々だと思います。どうやって「走る」のを止めようかと悩まず、いろいろな人と一緒に考えることも大切です。母が描いた不思議な絵を見ながら、私はそう思いました。人との関わり方を改めて考えるきっかけとなった貴重な時間となりました。

法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催


第７０回“社会を明るくする運動”作文コンテスト








